
緊 急 救 援

募金行動 
に取り組みます！ 

日時：３月１９日（土） 

１２：３０～１３：３０ 

場所：ＪＲ御茶ノ水駅・御茶ノ

水橋口改札前 

６・９行動の一環として署名も

集めます。 

ぜひご参加ください。 

救援募金へのご協力 

ありがとうございます。 

宮崎県原水協から３万円、長

野県原水協から２万円、北海道

札幌市の日下新介さん 

（３月 18 日現在） 

 日本原水協は 18 日、「福島第一原発事故のこれ以上の悪化を防ぎ、地震、津波、原発事故の被災者、避難者の

救援に全力を」との安井正和事務局長談話を発表しました。 
 

 談話は、３月１１日の東日本大地震と津波の被害に続き、福島第一原発が６つの原子炉のうち１号炉、２

号炉、３号炉で核燃料の一部が炉心溶融に至り、あるいは至っている可能性が高く、３号炉、４号炉では使

用済み燃料貯蔵プールの水温が上昇・蒸発し、燃料棒が露出するなど、予断を許さない事態が続いており、

５号炉、６号炉でも使用済み燃料プールの温度上昇が伝えられていると指摘。 

 広島・長崎の被爆を原点に、核の惨禍を防ぎ、核兵器全面禁止を求めてきた団体として現在の事態を深く

憂慮しており、日本政府に対して、日本国民を放射能の惨禍にさらす現在の危機を回避するために全力を尽

くすこと、あわせて地震、津波、原発被害の被災者の救援に、国民的な英知と力を結集すること、そのため

に緊急要求をしています。（全文はブログをご覧下さい→http://www.antiatom.org/Gpress/?p=2940） 

▲日本原水協代表理事の齋藤紀さん（福島・わたり病院医師）の話（３月 18 日付しんぶん赤旗） 

http://www.antiatom.org/Gpress/?p=2940

